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台風進路予想における飛行機観測利用の問題点について
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鳥島の気圧変化と6018の進路との

相対関係
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一杜甫と梅雨と呉船録 渡辺次雄

　漢和字典で梅雨の項をみると，たいてい杜甫の詩の一

部を引用してある．その詩は次のようである．
　　　　　なんけい
　　　　　南京犀浦の道
　　　　　　　　　　みの　　　　　　四月黄梅熟る

　　　　　　　湛々たる長江去り

　　　　　　　　冥々として細雨来る

このことから梅雨は梅のみのる時期の雨のことだという

説にもなっている．もっとも，これに対し，梅と徽はお
　　　　　　　　　ぼいう　　　　　　キ
なじ音であるから，徽雨が梅雨になったのだとする説も

1961年7月

ある．

　　　　　　　　　　　なんけい
　ところで，上の詩中の南京というのは成都のことで，

これは唐の玄宗皇帝が蜀に行幸したとぎこうぎめたこと

があったからである．しかし，成都は重慶よりもずっと

西，峨眉山よりもかなり北である．こんなところに梅雨

がおこるというのはおかしい．

　はたせるかな！1　2人の異論がある．ひどりは南宋の

陸游で，彼は杜甫の時代にはあったが，南宋の頃にはな

くなった．つまり気候変動のせいだとした．おなじ頃萢

成大は呉船録の中で，杜甫は単に梅の実のみのった時期

に通過して雨に会っただけだと述べている．
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